
川 崎 市 病 院 局 企 業 職 員 永 年 勤 続 休 暇 取 扱 要 綱  

 

                      平 成 １ ８ 年 ８ 月 ２ ８ 日   

                      １ ８ 川 病 総 庶 第 ８ ６ ２ 号    

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 永 年 勤 続 の 職 員 に 対 し て 十 分 な 休 養 を 与 え る こ と で 、 元

気 回 復 を 図 る と と も に 、 自 己 啓 発 の 機 会 を 設 け る こ と に よ り 、 公 務 能 率 の 発

揮 及 び 増 進 を 図 る た め の 職 免  （ 以 下「 永 年 勤 続 休 暇 」と い う 。）  の 取 扱 い に

関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 対 象 職 員 ）  

第 ２ 条  永 年 勤 続 休 暇 の 付 与 対 象 と な る 職 員 は 、 川 崎 市 表 彰 規 程 （ 昭 和 １ ２ 年

川 崎 市 規 則 第 １ １ 号 ） 第 １ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 表 彰 （ 以 下 「 永 年 勤 続 表 彰 」

と い う 。） を 受 け た 職 員 と す る 。  

 （ 承 認 期 間 等 ）  

第 ３ 条  永 年 勤 続 休 暇 は 、 永 年 勤 続 表 彰 を 受 け た 年 の ７ 月 １ 日 か ら 翌 年 の ６ 月

３ ０ 日 ま で の 期 間 に お い て ５ 日 の 範 囲 内 の 期 間 と し 、 １ 日 を 単 位 と し て 付 与

す る 。  

 （ 服 務 の 取 扱 い ）  

第 ４ 条  前 条 で 付 与 さ れ た 日 に つ い て は 、 職 務 専 念 義 務 を 免 除 す る 。  

 （ 承 認 手 続 き ）  

第 ５ 条  永 年 勤 続 休 暇 の 承 認 を 得 よ う と す る 職 員 は 、 そ の 都 度 、 職 務 に 専 念 す

る 義 務 の 免 除 を 受 け る た め の 所 要 の 手 続 を と り 、 所 属 長 の 承 認 を 受 け る も の

と す る 。  

 （ 例 月 給 与 の 取 扱 い ）  

第 ６ 条  永 年 勤 続 休 暇 に 係 る 給 与 は 、 有 給 と す る 。  

 （ 出 勤 簿 の 整 理 ）  



第 ７ 条  出 勤 記 録 管 理 者 は 、 職 員 が 永 年 勤 続 休 暇 を 承 認 さ れ た と き は 、 出 勤 記

録 に 免 を 表 示 す る 。  

 （ 雑 則 ）  

第 ８ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 永 年 勤 続 休 暇 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 病

院 局 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 １ ８ 年 ８ 月 ２ ８ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  平 成 １ ８ 年 ７ 月 １ 日 に 永 年 勤 続 表 彰 を 受 け た 職 員 に 係 る 永 年 勤 続 休 暇 に つ

い て は 、 本 市 に １ ０ 年 以 上 勤 務 し た 職 員 に は ３ 日 、 ２ ０ 年 以 上 勤 務 し た 職 員

に は ４ 日 、 ３ ０ 年 以 上 勤 務 し た 職 員 に は ５ 日 付 与 す る も の と す る 。  

附  則 （ 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ２ １ 川 病 総 庶 第 ２ ２ ４ ９ 号 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



制  定  理  由  

 

職員情報システムの稼動に伴う、所要の手続変更に必要な事項を定める

ため、この要綱を定めるものである  

 


